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無
所
属

駅
周
辺
中
心
市
街
地
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

久
保
田 

聡 

議
員

中
心
市
街
地
の
活
性
化

問
　
若
手
商
業
者
で
組
織
す
る

ま
ち
な
か
活
性
化
隊
の
よ
う
な

団
体
が
主
体
と
な
り
、
市
も
連

携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
は
理
想
の
形
で
あ

る
。
更
に
組
織
を
膨
ら
ま
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
非
常
に
大
事

な
組
織
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
、
参
加
者
を
増
や
す
た
め
に

で
き
る
支
援
が
あ
れ
ば
実
施
し

て
い
き
た
い
。
ま
ち
な
か
活
性

化
隊
の
活
動
を
最
後
ま
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
行
政
で

も
相
談
に
乗
り
な
が
ら
、
や
ろ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
。中

心
市
街
地
に
お
け
る 

建
物
の
高
さ
制
限

問
　
高
さ
制
限
を
撤
廃
、
も
し

く
は
更
に
緩
和
し
た
際
に
生
じ

る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
メ

リ
ッ
ト
は
、
駅
周
辺
の
ま
ち
な

か
居
住
の
需
要
が
高
く
、
共
同

住
宅
の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
建
築
物
に
よ
る

土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い

駐
車
場
な
ど
の
未
利
用
地
が
活

用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
は
、
狭
小
敷
地
へ
の

高
層
住
宅
の
建
設
な
ど
に
よ
る

市
街
地
環
境
の
悪
化
や
、
駅
を

中
心
と
す
る
商
業
地
域
へ
の
高

層
住
宅
化
が
進
む
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

問
　
平
成
27
年
度
に
高
度
地
区

の
運
用
基
準
な
ど
を
見
直
し
て

か
ら
実
績
が
な
い
。
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
て
お
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
条
件

が
厳
し
い
と
い
う
問
題
も
あ
る

と
思
う
。
本
市
と
し
て
は
、
土

地
の
共
同
化
に
よ
る
総
合
設
計

制
度
の
活
用
を
推
進
し
て
い
る

が
、
地
権
者
の
合
意
形
成
で
課

題
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
ま

た
、
空
地
率
な
ど
の
条
件
も
理

由
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
中
心
市
街
地
の
高
さ
制
限

の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
団
体
か

ら
陳
情
書
が
出
て
い
る
。
こ
れ

は
、
市
長
に
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
向
け
た
か
じ
取
り
を
期

待
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
見
附

台
地
区
の
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
の

令
和
４
年
３
月
供
用
開
始
に
時

間
軸
を
合
わ
せ
、
決
定
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
ど
の
よ
う
な
形
で
高
度

を
利
用
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
あ
る
程

度
エ
リ
ア
を
指
定
す
る
中
で
高

さ
制
限
を
緩
和
す
る
な
ど
、
改

め
て
大
き
な
課
題
と
し
て
捉

え
、
検
討
を
進
め
て
い
く
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
商
店
街

の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反映さ
せる方法として請願と陳情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管の常
任委員会などへ付託して審査します。その後、委員
会審査の結果を本会議へ報告し、議会としての採択、
不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じよ
うな性格のものですが、
紹介議員を必要とせず、
提出後は議会運営員会で
その取り扱いについて協
議します。

請願・陳情を市議会へ

インターネット中継

　本会議の質問と答弁の様子は、インターネッ
トで生中継と録画中継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知りたい方は市議
会ホームページからアクセスしてください。議
員、会派、ことばなどを検索して映像を選べま
す。
　録画中継は発言日の
お お む ね １ 週 間 後 か
ら、 会 議 録 を ホ ー ム
ページに掲載するまで
の間、ご覧いただけま
す。

一般会計・特別会計決算
○総務費　広聴活動事業

　市民と市長の対話集会が元年
度は１回しか開催されなかった
が、どのような内容であったか。

　元年度は選挙もあり１回の開
催となったが、20代を対象にし、
12人に参加してもらった。結婚や
就職を機に本市へ移り住んだ人が
多く、以前住んでいた街と比較を
した意見をもらうことができた。
○総務費　オリンピック事前キャ
ンプ誘致等推進事業

　リトアニア共和国のホストタ
ウンとして、元年度にどのような
ＰＲを行ったのか。

　選手たちがテストキャンプを
行った際には、湘南ベルマーレの
試合会場で来場者へＰＲした。ま
た、七夕まつりではブースの出店
やリトアニア共和国からの七夕飾
りを掲出するなどＰＲを行った。
○民生費　介護人材育成定着支援
事業

　事業の当初予算は140万円で

あるが、執行率は20％程度となっ
ている。その要因を伺う。

　二つの補助事業があり、介護
職員初任者研修受講促進事業が５
人、介護職員等宿舎借上げ支援事
業が2人と元年度の実績が少なかっ 
た。更なる事業の周知が課題であ
ると捉えている。
○民生費　民間保育所保育士確保
支援事業

　貸付金や交付金の制度によっ
て新たに56人の保育士が民間保育
所で就労を開始したとあるが、制
度をどのように評価しているか。

　就職促進貸付金は本市独自の
制度であり、引っ越し費用にも使
えるといった点が好評である。し
かし、元年度の新規利用者が３人
と少なく、積極的に働き掛けてい
きたい。就労支援交付金は新規利
用者が53人と多く、保育士の継続
的な就労で保育所の安定した経営
に寄与できていると考えている。
○衛生費　母子保健事業

　元年10月から始まった産前・

産後ヘルパー派遣事業の取り組み
内容と実績を伺う。

　心身の不調などで家事や育児
を行うのが困難な世帯に、市が委
託した事業者からヘルパーを派遣
する。母子健康手帳取得後から産
後５か月までに20回を限度に利用
でき、８人が延べ120回利用した。
○土木費　総合公園管理運営事業

　台風によって総合公園内の樹
木が倒れるなど被害があった。樹
木の管理はどうしているのか。

　樹木は委託事業者と職員が連
携して管理している。台風の接近
前と通過後には園内を見回り、せ
ん定などを行っている。
○消防費　住宅密集地等消火体制
強化事業

　消防車が入れないような住宅
密集地において消火用資機材を設
置し、訓練を行ったとあるが、そ
の内容を伺う。

　消防用ホースやスタンドパイ
プなどの資機材を自治会・町内会
単位で設置した。住民へ資機材の
取り扱いを説明し、実際に放水ま
で行ってもらう訓練をした。
○教育費　サン・サンスタッフ派
遣事業

　決算額は約7,618万円となっ
ているが、事業は定着をしている

のか。また、金額は十分なのか。
　学習支援補助員と学校司書の

双方で成果が出ていると思う。ス
タッフの勤務日数や時間、人数な
どを増やしてほしいと要望を受け
ているので、今後なるべく要望に
沿えるよう検討したい。
病院事業決算

　市からの長期借入金35億円の
返済計画と、企業債の返済のピー
クを伺う。

　長期借入金は６年度から５年
間で返済していく。企業債は４年
度にピークを迎え、返済額約11億
4,000万円となる。長期借入金の
返済と企業債の返済のピークが重
ならないようになっている。
下水道事業決算

　国は、人口減少にあわせた適
切な施設整備と持続的な維持管理
へ、世代の公平を保つために下水
道の使用料対象経費を含める資産
維持費の概念を打ち出している。
どのような検討をしたか。

　使用料収入は、現状、経費回
収率が100％を超えており、今後
３年間は維持される見込みであり
改定は不要としている。資産維持
費については、具体的な算定方法
がまだ示されていないことから、
引き続き検討していく。

　９月定例会で継続審査とした令和元年度決算の認定に関する議
案について、９月30日から10月１日にかけて開催した決算特別委
員会で審査し、付託した４案件は全て認定すべきもの、可決すべ
きものと決定しました。主な質疑を紹介します。

決算特別委員会の審査概要

無 所 属 議 員

小泉 春雄 議員


